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　東日本大震災により亡くなられた方々のご

冥福をお祈り申し上げるとともに，被災され

た皆様に心からお見舞いを申し上げます。

　オンブズマンの事務所でも大きな揺れで本

や資料がなだれを起こして散乱し、足の踏み

場もなくなりました。幸い、大きな物的被害

や事務局の人的被害はありませんでした。し

かし、オンブズマンおよび同タイアップグ

ループのメンバーの中には、深刻な被害を受

けた方もおり、現在も活動に支障を来してい

ます。また、福島第一原発事故が収束しない

中、果たしてオンブズマンとして何ができる

のか、私たちは悩みながら模索しています。

　こんなときは、設立の原点や目的を見つめ

直すべきでしょう。仙台市民オンブズマン会

則によれば、「当会は国および地方公共団体

等の不正、不当な行為を監視し、これを是正

することを目的」とし、「不正、不当な行為

を監視し、その是正を求める活動」や「情報

公開を求める活動」を行うとされています。

震災に伴い「不正、不当な行為」があるとす

れば、私たちはこれを監視し是正を求めるべ

きです。

　こうした観点から、私たちは２つの問題提

起に至りました。１つ目は「真に被災者のた

めになる税金の使い途を考えよう」というも

のです。オンブズマンの観点から、ハコモノ

ではない人間の復興を目指して考察したいと

思います。２つ目は「３月11日以降の女川原

発の真実を明らかにしよう」というものです。

こちらは情報公開が力を発揮するはずです。

詳細については２面と３面をご覧下さい。

　どんなときも設立の原点が私たちのパワー

の源です。皆様の変わらぬご支援ご協力をお

願いいたします。

十　河　　　弘仙台市民オンブズマン代表
弁　護　士

朝日新聞「東日本大震災」より



－ � － － � －

　７月２日、３日に北東ネットのシンポジウ

ム・例会が開催されます。

　当初、地方自治体の損失補償問題をテーマ

に、札幌で開催する予定でした。

　しかし、３月11日に東日本大震災が発生し、

事態が一変しました。震災に関連するテーマ

でシンポジウム・例会を行うべきではないか

という疑問でした。

　今後、被災地には震災復興費として多額の

税金が投入されます。震災復興費の使途ある

いは使途の決定過程について、市民が監視・

検討する必要性が高いと思われること、また、

税金の使途に関するものでありオンブズマン

として取り上げるにふさわしいテーマである

と思われることから、急遽、テーマを変更す

ることとなりました。

　本当の意味で被災者の

ためになる震災復興資金

の使途とは、どのような

ものでしょうか。宮城県

の震災復興計画には、野

村総研が全面的に“支援”

するとされています。宮

城県や仙台市、岩手県の

震災復興計画は、果たし

て本当に被災者のために

なっていくのでしょうか。

　阪神淡路大震災の震災

復興資金の使途について

検証してこられた池田清教授（神戸松蔭女子

学院大学）に御講演をいただきながら、阪神

淡路大震災の震災復興資金の使途という過去

の教訓を活かし、真に被災者のためになる震

災復興資金の使途について考え、また、真に

被災者のためになる震災復興計画にするため

にどうすべきかについて考えていきたいと思

います。

　また、例会の開催地についても、東日本大

震災に関するテーマで開催する以上、被災現

場の一つである仙台で開催することが相応し

いのではないかということから、急遽、仙台

で開催することとなりました。震災復興費の

使途に大きな関心を抱いていることを行政に

示すために、多くの市民の方々の参加が不可

欠です。是非、ご参加下さい。

　なお、この度の震災に関し、全国市民オ

ンブズマン連絡会議から

北東ネットに多額の義捐

金をいただきましたこと

をご報告致しますととも

に、あらためて全国市民

オンブズマン連絡会議、

また、全国市民オンブズ

マン連絡会議に義捐金を

寄せていただきました皆

様に厚く御礼申し上げる

次第です。

吉　田　大　輔北海道・東北市民オンブズマンネットワーク事務局長
弁　護　士

http://sendai-ombuds.net/network/
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小野寺　信　一仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　私は、1975年４月に福島市で弁護士を始めた。
その年の１月に福島第二原発の設置場所である福
島県双葉郡富岡町、楢葉町並びにその周辺住民
401名が、通商産業大臣を被告とする原発の設置
許可処分の取消請求訴訟を提起した。
　弁護士になりたての私も弁護団の末席に加わ
り、1992年10月29日最高裁判決まで17年間、原発
の危険性と格闘した。
　福島第二原発訴訟の進行中に２つの大事故が発
生した。
　一審の審理中の1979年３月28日に発生したス
リーマイル島事故（TMI事故）と、控訴審の審
理中の1986年４月26日に発生したチェルノブイリ
の事故である。
　原告は1983年12月７日の一審の最終弁論で、
TMI事故の教訓（①事故は同時・多発する、②
人為ミス、③マインドセット（思い込み）、④多
重防護の欠陥）に基づき、以下の４点を強調し
た。
（１）事故は盲点で発生する。事故原因の多くは

事故が起きて初めて認識される。
（２）あってはならないはずの冷却材喪失事故は

高い確率で発生しており、今後も発生する。
（３）いったん事故が起きた場合、災害は極めて

広範囲に及ぶ。
（４）原発の安全性は実証されていない。

　それから28年後、原告の予言が的中し、福島第
一原発の事故が発生した。
　TMI事故を運転員の人為ミスに矮小化し、
チェルノブイリ事故を炉型（減速材として黒鉛を
使用）と特性（低出力で不安定）の違いに矮小化
した国と電力業界の体質はその後も変わっていな
い。従って、事故原因を地震対策と津波対策に矮
小化する過ちは、福島第一原発の事故でも繰り返

されるに違いない。
　これから行われる耐震指針の見直しの内容と地
元自治体の対応の２点が日本の将来を決定する。
それをめぐる議論が広く行われるかどうかは、安
全神話からの脱却の可否にかかっている。利権構
造に防護された安全神話の壁は想像以上に高い。
しかし、私達オンブズマンがこれまで「予算の使
い残しを避けるためには不正経理も許されるとい
うカラ出張等の神話」、「計画通り乗客が乗るで
あろうという前提で工事を進める地下鉄などの需
要予測の神話」と闘ってきた。情報公開によって
得た事実を踏まえて市民自らが行動を起こせば、
神話からの脱却は不可能ではない。私達が得た貴
重な教訓である。
　３・11の時、各地の原発で何が起きたのか。そ
れ以後自治体が電力会社に何を質問し何を指示し
たのか。自治体に対する情報公開請求でその情報
を入手・分析・公表し、安全対策に対する自治体
の生ぬるい姿勢を変更させること、その運動を全
国に広げること、原発からの避難を余儀なくさせ
られている人達、汚染によって仕事を奪われた人
達に対する法的救済の仕組みを考案し、現地に調
査団を送り、それらの人達が「こんな思いは自分
達だけで沢山だ」と決意しているのであれば、そ
の闘いをサポートし、ともに闘うことなどであ
る。
　安全神話で曇ったメガネを拭いて行動する責任
を私達は負わされている。
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　５月18日、地震により工事が中断した地下鉄東
西線建設事業を取り止めるよう仙台市に対し申入
れました。震災の復興には今後多額の資金を必要
とします。より優先度が高い事業に資金を投入す
ることが必要ですから、地下鉄東西線の建設事業
についても、その事業の必要性を見直し、その優
先度を検討することは行政として当然行うべき事
柄です。
　もともと地下鉄東西線の乗車人員の予測は、第
４回パーソントリップの推定によると、仙台市が
東西線建設の根拠とした１日11万9000人を大幅に
下回る４万9000人から６万人となっていました。
この予測では、ランニングコストすら営業収入で
は賄えず、走れば走るだけ赤字が増えるというこ
とになります。
　仙台市は、11万9000人という予測が「第４回パー
ソントリップの予測よりも合理的」と、これまで
言い張ってきましたが、今年２月に予測をやり直
してみると発表したばかりです。従って、きちん
と予測をやり直し事業としての必要性及び政策と

しての優先度を検討して建設を続行するのかどう
かの判断を示すべきですが、仙台市は建設を続行
すると６月２日付で回答してきました。地下鉄建
設のための国庫補助金や起債は地下鉄建設以外の
使途に回せないという筋違いの記載もあります。
仙台市の財政支出をどこに振り向けるべきかを問
わずに本年度の補助金や起債によって得た資金は
地下鉄建設以外に使えないからといって、その上
さらに市の資金を地下鉄建設に投入する理由には
なりません。震災復興費の捻出に苦慮している国
が、これまで通り東西線建設費への補助を続ける
か否かも定かではないと思います。補助金を当て
にし、起債という借金をしてまで、本当に必要な
事業なのか否かが問われています。

　東日本大震災とその後の状況、いまだ大きな被
害と悲しみにあります。被害に遭われた皆さま、
心よりお悔やみ・お見舞い申し上げます。
　このような状況の中、全国大会の内容も当初の
自治体損失補償問題（東京高裁で無効・差止めが
認められています・平成22年８月30日判決）から、

『震災復興と市民オンブズマン（仮）』とし、原発
関係の情報公開請求等を中心に開催されることと
なりました。また、情報公開度ランキング（宮城・
福島など被災地自治体は除く）、政務調査費調査、
落札率調査は例年通り行います。
　日程は当初の予定通り、2011年９月３日（土）・
４日（日）に長野県松本市の浅間温泉文化センター
です。

　今般の大震災は、「想定外」と言われることが
ありますが、本当にそうだったのか。地震は天災
だが震災は被害・災害であり、大地震＝大震災で
はないとの指摘もあります。
　７月２日・３日の北・東ネット仙台例会を経て、
７月10日（日）には、全国幹事のメンバーが仙台
入りし被災地視察・会議を行う予定です。
　大震災直後に福島原発から（メルトダウンと呼
ぶかどうかはともかく）膨大な放射性物質が撒き
散らされていた事実が数ヶ月も隠され続けていた
ことを指摘するまでもなく、被災前の生活との連
続性をもった「人権としての復興」の実現のため
には、迅速・正確な「情報公開」こそが大前提です。
　全国大会の舵取りは易しくありませんが、充実
した意義ある大会となることを期待して、ご案内
とさせていただきます。

松　澤　陽　明仙台市民オンブズマン
弁　護　士

千　葉　晃　平仙台市民オンブズマン事務局長
弁　護　士
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畠　山　裕　太仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　国が、直轄事業負担金として仙台河川国道事務所
の敷地取得費用を宮城県及び仙台市に支出させた
件について、オンブズマンは，宮城県及び仙台市に対
し，国にその返還を求めるよう裁判を提起しました。
平成23年１月31日（宮城県）及び２月10日（仙台市）、
それぞれ判決があり、残念ながらいずれもオンブズ
マンの請求は棄却されてしまいました。
　宮城県についての判決は、国の事業を行うにあた
り、県に対して費用負担を求めることができる基準
ないし限界について何ら言及しませんでした。
　一方、仙台市についての判決は、「直轄事業の必
要性と地方公共団体の住民自治及び団体自治の調
和の観点」から一定の限界があるとし、「その支出
が不合理と認められないことを要する」という基準
を立てはしました。しかし、この判決にいう「不合理

と認められないことを要する」という基準は、「何ら
かの理由が付けられればよい」という意味でしかな
く、結局は国の支出を追認するための論理でしかあ
りませんでした。
　国と地方の財政関係に配慮があればこの結論に
はならないはずであり、控訴審の判断に注目されま
す。

原　田　　　憲仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　仙台市議会の費用弁償返還請求訴訟に関し、平
成23年４月13日、仙台高等裁判所はオンブズマンの
控訴を棄却しました。
　仙台高裁判決は、札幌市議会の費用弁償に関す
る最高裁判決（平成21年３月30日）を踏襲し、「仙台
市議会の費用弁償の支給額は、他の政令指定都市
と比較して、平均よりもやや高額ではあったものの、
政令指定都市の中には同程度の金額あるいはこれよ
りも高額の費用弁償を支給していた市もあったとい
うことができる。」と議会裁量の判断要素として、他
の自治体の例をあげ、「当該地方公共団体の議会にあ
る程度自由に政策決定をする余地が認められるべき」
と議会に裁量の逸脱濫用はないと判断しました。
　しかし、他の自治体との比較は、議会のお手盛り

による横並びの支
出を是とするもの
です。また、判決は、
「費用の範囲を確
定してそこから必要
最小限度の費用を
積算し、その積算結
果との適合性の有
無をもって裁量逸脱
の有無を判断する方
法が唯一の適正な
判断の在り方である
ということはできな
い。」と述べていま
すが、実費との均衡
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を考慮することなしに法の許容する費用弁償の範囲
を画することはできません。判決は、議員が過大にも
らったお金を返すこともなしにポケットに入れること
を「議会裁量」の名目で正当化しており甚だ不当で
す。
　オンブズマンは、議会裁量論の再考を求め上告審
で争う方針です。

熊　谷　優　花仙台市民オンブズマン・タイアップグループ
弁　護　士

　庶民感覚とあまりにかけ離れた高額な報酬を非常
勤行政委員に支払う月額報酬制の違法性を問う仙台
市行政委員報酬差止訴訟において、2010年12月16日
には区選挙管理委員と教育委員、2011年１月6日に
は市選挙管理委員と監査委員の証人尋問が行われ
ました。
　尋問を通じて明らかとなったことは、あきれるばか
りの「事務局主導」「行政委員の追認機関化」でし
た。議案に対する下調べは勿論、最終結論も全部事
務局で仕上げて、委員はその説明を聞いて不明な点
があれば若干のやりとりを行うのみで、そのほとんど
は異議もなく可決されています。委員が自発的に調
査した結果を持ち寄って原案を修正させるとか、委
員のみで会議を開催して原案の骨子をまとめるなど
ということを行っている委員会は、尋問の中では皆
無でした。
　中立の立場で行政をチェックすることをその使命と
しているはずの行政委員が、行政から派遣された事
務局に骨抜きにされ、お飾りのような状態に置かれて
いる現状をみると、高額な月額報酬は行政委員が行
政に忠誠を誓う代わりに支払われる対価なのではな
いかとすら疑われるほどです。
　今回の尋問で明らかになった各行政委員の勤務
実態をみれば、行政委員の月額報酬制がいかに社会
的に不公正で、不当なものであるかを実感せざるを
えません。多くの自治体では、非常勤行政委員の報
酬見直しが検討されています。本訴訟が宮城県・仙
台市においても同制度を見直すきっかけとなるよう強
く期待しています。

十　河　　　弘仙台市民オンブズマン代表
弁　護　士

　オンブズマンは，本年１月20日、仙台市議会議長
に対し、議会改革について下記のとおり申し入れを
しました。市議会が議会制度改革（特に政務調査費
の使途基準や海外視察の廃止）について検討をし
ているタイミングを捉えてオンブズマンとして申し入
れをしたのです。
＜申し入れの要旨＞
１　仙台市議会の政務調査費に関する領収書等を

すべて閲覧に供し・情報公開し、交通費や宿泊費
は厳格な実費計算とし、重なり合う政務調査活動
については適切な按分（原則50％）をすべき。

２　現行の海外視察制度を廃止すること。
３　仙台市議会の費用弁償については、１日5000円

の支給を廃止し、仮に支給する場合でも交通費の
実費支給にとどめること。

　市議会は現行の海外視察をとりあえず廃止しただ
けでしたが、その後、東日本大震災が起こり、市議
会は議員報酬を月額10万円（議長は15万円、副議長
は13万円）減額し、政務調査費も35万円から25万円
に減額しました。しかし、震災を理由とする措置であ
り、議会改革が実現した訳ではありません。
　他方で、仙台市議会を相手取った平成20年度政
務調査費の訴訟は続いており、市議会各会派は交
通費や宿泊費の厳格な実費計算や原則50％の按分
を拒否しています。引き続き、裁判の中で、現実にか
かった額（実費）を明らかにさせるなどの努力が必要
です。
　次回の裁判期日は本年6月23日（木）午後2時です。
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2010.12.16 〜 2011.6.15

2010
12．	16	 行政委員（市）証人尋問　

	21	  費用弁償関係文書（県）開示
	2 7	 政務調査費（市）打ち合せ

2011
１.	 6	 行政委員（市）証人尋問

	1 7	 行政委員（県）公判
	 20	 政務調査費について市議会議長への申し入れ

	22	  行政委員訴訟打ち合せ
	 〃	 損失補償問題打ち合せ　　
	 〃	 オンブズマン1月例会、合同新年会

	2 8	 費用弁償（市）公判　
	 31	 国直轄事業（県）判決、記者会見

	 〃	 政務調査費（市）公判
２．	3	  政務調査費（市）打ち合せ　
	 9	 外郭団体関係資料（県）開示
	 10	 国直轄事業（市）判決、記者会見

	21	  行政委員（県）公判
	 23	 オンブズマン２月例会

３．	2	  行政委員（市）公判
	  8	 政務調査費（市）打ち合せ
	11	  損失補償関係文書開示
	 〃	1 4時46分頃、大地震発生
	1 4	 事務所片づけ作業開始
４．13	 費用弁償（市）判決
	1 8	 政務調査費（市）公判
	21	  行政委員（市）公判
	 〃	 オンブズマン４月例会

	2 8	 行政委員打ち合せ
５．13	 国直轄事業（市）公判
	 〃	 費用弁償（市）打ち合せ
	1 6	 政務調査費（市）打ち合せ
	 18	 地下鉄東西線建設中止の申し入れ　

	2 0	 タイアップ役員会
	2 4	 国直轄事業（県）公判　
	 〃	 オンブズマン５月例会

	31	  会報「オンブズマン」No34発行打ち合せ
６． 	1	 北・東ネット仙台例会打ち合せ
	 〃	 政務調査費（市）打ち合せ
	 7	 タイアップ例会

	  8	 会報「オンブズマン」No34発行打ち合せ
	 15	 会報「オンブズマン」No34発行　
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　＊原発と言い、北海道ＪＲの事故と言い…。
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　＊このオンブズマン会報が出る頃はどうなっているか？
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　＊法曹爽歩も震災直後１週間だけは飲みませんでしたが、
　　その後は…。
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